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概要

 御嶽山の想定火口域は継子岳から地獄谷に至る広域であることから、災害
の規模や発生場所に応じた適切な防災対応がとれるよう、想定火口域全体
のうちのどこか（事前に領域を絞り込めない）から噴火した場合の最大の
影響範囲だけでなく、南側は1979（昭和54）年以降活動が活発な剣ヶ峰南
西斜面、北側は継子岳から噴火した場合の影響範囲についても予め整理さ
れています。

 このうち、剣ヶ峰南西斜面から噴火した場合の影響範囲は「79-7 火口」を
中心として噴火した場合を基に設定しており、レベル引き上げ時など一刻
を争う場合にはこの設定に基づく防災対応が基本となっています。

 このことについて、2014年の噴火の経験及びそれ以降の火山活動の状況も
踏まえると、気象庁では、今後、剣ヶ峰南西斜面で再び火山活動が高まっ
た場合、79-7火口だけでなく、2014年の噴火で新たに形成された噴火口・
噴気孔も含めた領域から噴火が発生する可能性を考慮して、警報を運用し
たいと考えております。

 つきましては、剣ヶ峰南西斜面からの噴火が想定される場合の想定火口域
を変更することについて提案します。

※なお、噴火発生後は、噴火した地点からの影響範囲を考えることになります。また、今回提案する想定火口域や継
子岳以外の場所から噴火した場合もしくは噴火が想定される場合は、その地点からの影響範囲を考えることになり
ます。 2



新しい想定火口域
（案）

【新しい想定火口域（案）の考え方】

 近年の噴火（1979年、2014年）では、北西－南東方向に噴火口
列が生じており、次の噴火でも同様に北西－南東方向の噴火口
列が生じる可能性がある。

 近年の噴火（1979年、2014年）の火口列を考慮し、それらの中
間を中心軸として、そこからの幅を持たせた想定火口域とする。

 想定火口域は、近年の噴火（1979年、2014年）の火口をカバー
できるようにとる。

剣ヶ峰南西斜面の新しい想定火口域（案）として、
右図のような幅500m、長さ1,100mの小判型の領域を設定

 現在、剣ヶ峰南西斜面の想定火口は、1979年の噴火の主火口
（79-7火口）からの噴火を想定して避難計画が定められている

 2014年の噴火では、79-7火口から離れた位置に噴火口・噴気孔
を形成した（右図）。今後想定される噴火でも、周辺に新たな
噴火口を形成する可能性がある。

 こうした状況を考慮すると、来たるべき噴火に備えて剣ヶ峰南
西斜面の想定火口をより広くとることが妥当と考えられる。

【現在の想定火口の課題】
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現在の想定火口
（79-7火口）

新しい想定火口域（案）の考え方

〔剣ヶ峰南西斜面の想定火口〕



防災対応図（現行：想定火口は79-7火口）
（御嶽山火山防災避難計画より）

新しい想定火口域（案）を重ね合わせたもの
※想定火口域からの距離に対応した長円のみ描画。立入規制等の具体は協議会で検討

4

【現行】 【変更案】

青線：現行の想定火口からの距離
（1km, 2km, 3km, 4km）

紫破線：新しい想定火口域（案）からの距離
（1km, 2km, 3km, 4km）

新旧の想定火口に基づく想定影響範囲



 御嶽山では、３種類の想定火口(域)を想定し、それぞれの場合
について避難計画が定められている（右図①～③）

 有史以降は、1979年や2014年に剣ヶ峰南西斜面で噴火が発生
（このほか、1991年、2007年にも剣ヶ峰南西斜面でごく小規模な噴火が発生）

⇒ 来たるべき噴火についても、他と比較して剣ヶ峰南西斜面で噴
火する可能性が高いとみられている

 今回の想定火口変更は、①剣ヶ峰南西斜面の想定火口を変更す
るもの

②継子岳の
想定火口

③噴火地点不明の場合の
想定火口域

（想定火口域全体）

【参考：御嶽山の想定火口域について】

①剣ヶ峰南西斜面の
想定火口（79-7火口）

剣ヶ峰
南西斜面

▲剣ヶ峰

【参考：御嶽山の噴火警戒レベルと現在の「注意が必要な範囲」】

レベル 防災対応

１ 活火山であることに留意

２ 火口周辺規制（想定火口から1km）

３ 入山規制（想定火口から2km／3km／4km）

４ 避難準備

５ 避難

 御嶽山の現在の噴火警戒レベルは「レベル１」

 引き続き、活発な２つの噴気孔から概ね500ｍの範囲では、突発
的な火山灰等のごく小規模な噴出に注意が必要（右図）
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参考


